
－２０年ぶりの再会－－２０年ぶりの再会－おまけの話

先週の土曜日，つまり一昨日，昔持った子どもたちのクラス会があった。卒業してから２０年ぶりである。と

いうことはすでに彼らも３５歳くらい。もはや子どもたちってことではなく，立派なお父さん，お母さん，そし

ておじさん，おばさんである。

参加人数は１５人。幹事によれば，所在が分かって連絡が取れた人のうち，金沢近郊にいる人はほとんどみん

な来てくれたそう。出席率がいいんですよと言っていた。

女８人，男７人であった。中学生の子どもを持つものもおれば，独身もいる。職業もさまざまだ。それでも顔

を見れば昔の面影がそのまま残り，昔話やら，近況報告でずいぶんと盛り上がったのだった。

その１次会の店も同級生の経営する店で，平和町にある「ビストロ風」という。おいしい料理がいっぱい出て

きたが，何しろみんなしゃべるのに夢中。おいしい料理も残りがち。だが，おしゃべりも立派な料理である。お

しゃべりでずいぶんとワインとビールが飲めるのである。

このクラスは自分が初めて持った３年生である。新採で赴任した学校で，学年を１年，２年，３年と持ち上が

り，そして持ったクラスであった。その時の学級通信は「３×３＝１０！ （さざんがじゅう！）という。３年」

３組だったのだが，３×３＝９ではなくて，あと一つ超えようということで３×３＝１０だった。

はじめの挨拶と，乾杯の音頭だけはしゃべったが，あとはみんなとわいわい思い出話に花が咲く。

「みなさんは初めて持った３年生でした 」というと一様に「知らなかった 」という声しきり。こちらは進。 。

路のことにしても，内申書書くことにしても，初めてのことばかり。とにかく必死でやっていたのだった。しか

し，生徒たちにとってみればどの先生も同じであり，自分たちの担任に進路のことを頼るしかない。つまり，こ

の教師という仕事，年齢に関係なく皆同じように仕事をし，皆同じように責任があり，生徒たちにとっては同じ

先生なのである，という当たり前のことを再確認したのだった。

彼らとは約１０歳ちがうのだが，こうやってみんな社会人となると，もはや年齢差というのが関係なくなって

くるものだ。ちなみに１０歳ちがいくらいだと，よっぽどこちらより年上に見えたりするものもいるのである。

「先生もっとお腹出てるかと思ったのに，ちっとも変わりませんね 「もしかして，今日のためにダイエット。」

してきた？ 「髪の毛まだあるね 「白髪多いよ 」などといいたい放題である。」 。」 。

１０歳ちがいというと，中学時代では約２倍近い差。しかし２０年もたてば，すでに１３倍もない。まして.
， 。 。 ， 。や こちらが７０ならあちらは６０ 似たようなものとなる そして 社会人というまったく対等な立場になる

そして中学時代をふりかえって言う「あんときもうちょっと勉強しとけばよかったぞいや 」しかし，そう言。

う彼も立派に人を使う立場になっている 「おれ定時制やったけど，よー考えりゃ，あんときゃ先生にたくさん。

迷惑かけとったわ 」ふむふむ，それに気が付いているということは，さすが成長しているものである。。

「中学んときゃ，掃除も挨拶もいい加減やったけど，社会に出たら，すぐに掃除も挨拶もせんならんようにな

ったわ 「だけど先生，今の若いもんはなんで挨拶できんが？挨拶は基本やがいね 」そうそう，そうなのだ。。」 。

こういう感想は人を使う立場になった教え子からいつもよく聞く感想なのである。商売をして，人を相手にする

ようになったときには，まず挨拶が基本なのである。

しかし，女の子はやはり母である 「先生，塾の勧誘が多くて困るんですよ 」とか「勉強にやる気出さない。 。

んだけど，どうしたらいいでしょう 」とか，我が子の相談が多い。ちょっとくらい勉強ができんでも，何とか。

なるわいね。だって，２０年後のみんな見てたらそうだろ。あのとき勉強できたからって，そんなに関係ないや

ろ。と，あのとき「勉強しろ」としつこく言っていたことと反対のことを言う。だが，彼らを見ていると，ほん

と結局はいかに人間をみがくかということになる。どんな高校出てても，魅力のない人間はいる。そして，高校

なんかには関係なく，幸せな人生を歩むものがたくさんいる。

今，一番遠くにいるのが，ドイツにいる女の子。薬学部出たあと，大学院まで進んだらしい。そして今，ドイ

ツのマックス・プランク（だったかな？）研究所とやらで，研究中だそうだ。うーむ，賢いもんはやっぱ賢い。

１次会は６時から９時までの予定が，とおに１０時を過ぎる。でそれからは片町へ出て，２次会である。これ

また教え子に連れられていく。これまたみんなしてしゃべり続けで盛り上がる。時には女の子とデュエット。そ

して気が付けは午前１時半を過ぎる。時間のたつのも忘れた１日だった。

片町の路上で女の子たち（いやおばさんたち）は携帯の番号交換をしている。彼らはそこからまたどこかへ行

くらしい。だが，したたか酔った元担任は，やはり１０歳の年の差で，これ以上ついて行くことができず，みん

なにお礼を言って去ったのであった。


